
 

 

 

物  質  名 3,3’-ジクロロ-4,4’-ジアミノジフェニルメタン ＤＢ－16 

別  名 

4,4’-メチレンビス(2-クロロアニ

リン) 
ビスアミン 
MOCA 

CAS 番号 101-14-4 
PRTR 番号 第 1 種 120 
化審法番号 4-95 

構 造 式 

 

分子式 C13H12Cl2N2 分子量 267.15 
沸点 398～399（769 mmHg）1) 融点 110℃ 4) 
蒸気圧 1 mmHg（197℃）2) 換算係数 1 ppm = 10.9 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.58 3) 水溶性 530 mg/L（25℃）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 640 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 1,140 mg/kg 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 200 mg/kg/day を 10 日間経口投与した結果、チアノーゼ、体重増加の抑制、多尿症、

尿の着色、尿中への糖類の排泄がみられた。また、血中のメトヘモグロビン濃度の上昇、血

糖値の低下がみられた 7,8) 。 
・雌イヌに 0、100 mg/匹/day を 6 週間（3 日/週）経口投与し、さらにその後 9 年間（5 日/週）

経口投与した結果、100 mg/匹/day 群で血清 GPT 値の有意な上昇を認め、膀胱の移行上皮が

ん及び尿道の複合腫瘍（移行上皮がん及び腺腫）にも有意な発生率の増加を認めた 9) 。 
・イヌに実験開始１日目 10、40、80 mg/kg/day を経口投与したところ、10 mg/kg/day 以上の群

で血中のメトヘモグロビン濃度が上昇し、40 mg/kg/day 以上の群で虚弱、嘔吐、蒼白、チア

ノーゼが現れたため、2 日目には各群の投与量を 10、20、40 mg/kg/day に減らした。3 日目に

は全群に 2 mg/kg/day を投与し、4 日目以降は全群の投与量を 2 mg/kg/day ずつ増やし、67 日

間をかけて 64 mg/kg/day まで増加させた結果、軽いメトヘモグロビン血症、大球性貧血がみ

られ、糞中のウロビリノーゲン量が増加したことから、貧血が赤血球の過度の破壊によるこ

とが示唆された 10) 。 
・ラットに 0、0.1％を標準的なタンパク質含有食（タンパク質 23%含有）に混ぜて、雄で平均

80 週間、雌で平均 78 週間投与した結果、0.1％群で肺腺腫及び腺がんの前がん病変と考えら

れる肺胞－細気管支移行部腺腫症がみられ、肺腺腫及び腺がんも発生した。また、肝臓では

細胞の巨大化、脂肪変性、壊死、胆管増殖及び線維増多がみられた 11) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・職業暴露では、本物質は吸入暴露以外に直接皮膚に触れることからも吸収される 12) 。 

・溶解した本物質 11.4 L の噴霧を受けた 30 歳の男性労働者では、直後に腕に中程度の炎症を生
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じたが、2 週間の経過観察で症状の悪化はみられず、腎及び肝機能試験の結果は正常であり、

メトヘモグロビン血症、血尿及びタンパク尿もみられなかった。また、尿中にみられる剥離

した尿路上皮細胞で、本物質の DNA 付加体が暴露 98 時間後まで検出された 13) 。 
・顔面に溶解した本物質の噴霧を受けた男性労働者では、結膜炎、眼と顔の灼熱感、吐き気が

生じた 14) 。 
・労働環境下で本物質の取扱い時の暴露濃度は 0.05 mg/ｍ3 未満であり、労働時間を 8 時間/日と

した場合の荷重平均濃度はさらに低くなる。この条件下で労働者の健康に影響はみられなか

った 15) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2A 16) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては限られた証拠しか

ないため、IARC の評価では 2A（ヒトに対して恐らく発がん性が有る）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH12) TLV-TWA 0.01 ppm（0.11 
mg/m3） 

 

 日本産業衛生学会 17) 0.005 mg/m3  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
 吸入暴露については、ヒトの知見から労働環境下で有害な影響のみられなかった 0.05 mg/m3

を採用し、暴露状況で補正した 0.01 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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